
























平成 29 年度第４回宍粟市広報広聴推進委員会（広聴部会２回目） 

日 時：平成 30 年２月７日（水） 

                        午前 10 時から午前 11 時 30 分 

場 所：宍粟市役所５階 501 会議室 

１． 開  会 

 

 

２． 前回の提案内容について報告 

 

 

３． 報告内容について意見交換 

 

 

４． 検討項目の整理 

 

 

５． 次回の日程について 

 

 

６． 閉 会 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成29年度　宍粟市広報広聴推進協議会（広聴部会）の協議資料

※平成29年12月8日の意見について

整理番号 意見内容 市の対応状況 今後の改善策 番号 備考

1
陳情・要望等に対する回答は、確実に行うこ
と、また、回答は速やかに行うこと。

陳情・要望等については、確実に回答するこ
とで徹底している。また、回答期限も、2週間を
目途に行っているが、回答内容が複数にまた
がるときなどは、時期がずれ込むこともある。

陳情要望の対応マニュアルを見
直し、スムーズに回答するように
努める。

-

2
広聴事業の取組みがあるが、もう少し市民に
分かりやすいネーミングにした方が良いので
は。

検討したいと思います。
この部会で意見聞きながら、実施
方法を検討していきたい。

①
本日の協
議項目と
したい。

3

タウンミーティングの方法として、今回のよう
にたくさん実施すると、逆に分かりにくいの
で、テーマを絞り回数も減らす方がよいと思
う。

今年度は、地区別7箇所、子育て5箇所、若者
4箇所と行ったが、今後、どの様な方法が効果
的か、意見をいただく中で進めていきたい。

この部会で意見聞きながら、実施
方法を検討していきたい。

③
次回、協
議した
い。

4
若者は、同世代や同じ立場の方同士の方が
意見交換しやすいと思う。

タウンミーティングの方法を検討するなかで、
併せて検討したい。

この部会で意見聞きながら、実施
方法を検討していきたい。

③
次回、協
議した
い。

5
意見を聞くには、高校やＰＴＡなどの会合をさ
れているところへ出向いくような方法を取り入
れると良い。

今、一宮市民協働センターの設置を進める中
で、高校や自治会の会合等に出向き意見をい
ただいている。

特にそのグループの意見を伺い
事務事業を進める必要がある場
合に、提案のような方法を積極的
に活用し、取り組んでいきたい。

-

6
パブリックコメントの実績で、意見が出ないと
いうことも問題ではないか。

昨年３つのパブリックコメントを実施したが、意
見が出されたのが1件もないのは確かであ
る。今後、周知の方法や意見の取り方を見直
しする必要があるのではないか。

この部会で意見聞きながら、実施
方法を検討していきたい。

②

時間があ
れば、協
議した
い。



宍粟市広報広聴事業一覧（平成２９年11月末現在）

区分 事業名 取組み内容
変更の
必要性

目的 ネーミング（案） 参考

陳情・要望
自治会、団体から自治会内の意見、団体内の意
見を集約し、要望書として提出する。

×

来庁相談・
投書

市長室・各窓口に来庁し、市長や職員が意見を
伺う。また、各庁舎に投書箱を設置しており、来庁
者が投書による意見を提出する。

×

HP問合せ
市のホームページを利用して、市の事業内容の
問い合わせや意見を提出する。

×

タウンミー
ティング（行
政懇談会）

地域創生に向けた市の取組み等を説明し、その
取組みを含めた未来に向けた意見・提言いただ
く。

○

市の取組み状況を説明
し、その内容について意
見・提言をもらい、必要な
政策の補完を行う。

市民フォーラム

もともと行政懇談会として行っていたが、
平成27年度より今のネーミングとなった。
市長が市民と直接対話することで、市の
政策への理解を求め、市民が政策作りに
かかわる機運を高める取組み。

ふれあい
トーク（地域
づくり懇談
会）

１０人以上で団体申込みいただいた場合に、市長
が指定の場所に出向き、団体が希望されるテー
マで意見交換を行う。

○

市民と市長との直接対話
を通じて、様々なまちづく
り施策に市民の声を反映
させること。

市長との出張座談会、
市長との未来トーク、市
長出前懇談会

実施要綱あり（告示なし）

ふれあい
ミーティング

市の事業内容の説明を求めたり、研修会の講師
等に、職員を派遣し、その場で、市民の方との意
見交換を行う。

○

各種事業について、市民
の方に知ってもらい、事
業参画や利用を促進しよ
うとするもの。

職員出前説明会、職員
出張説明会、出前ミー
ティング

実施要綱あり（告示なし）

市民提案制
度

市民の方から、より良いまちづくりや地域の課題
解決に繋がる提案をしていただける制度

×

パブリックコ
メント

総合計画などの重要な計画や条例制定等を行う
場合に、概要版等ができた段階で市民の意見を
聴き、反映する制度

△

市の政策形成過程にお
ける公正の確保と透明性
の向上を図るとともに、市
民等の市政への参画を
促進し、市民等との協働
によるまちづくりを推進す
ること。

ネーミングの変更は必
要無いのではないかと
思われる。パブリックコメ
ントという言葉は、かなり
浸透していると思われ
る。意見の取り方の工夫
が必要ではないか。

宍粟市パブリックコメント実施要綱（告示あ
り）

市政モニ
ター

市民意見を反映しやすい環境をつくるため、必要
な時に意見を貰える市民を事前に登録する制度

×

市民アン
ケート

毎年、市からの情報発信方法について検証する
ため、５００人を抽出しアンケートを行っている。

×

ふるさと市
民制度

市外在住の方を対象に、市からの情報提供（広報
等の配布）を行う代わりに、市外の方から見た意
見や提言を貰う。アンケートにも協力頂く。

×

広聴
活動










